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読書会
5/13（火）

13時半

写経会）
5/4（日）
13時半

映画会
しばらく
休止します

●清少納言は五月の頃などに山里を散策するのは大変趣があるとの文に続いて、草葉も水も

とても青く見えている中で、表面は何の変わりもなく草木が生い茂っているところを、長々

とまっすぐに行くと、草木の下はなんともいえないほどきれいな水があって深くはないのだ

けれど、人などが歩くときに水がはね上がるのは、趣がある。と五月の山里を描いています。

●春は一雨ごと、一日ごとに草木の青さが目に見えて増していきます。雨上がりの翌日は大

抵晴天となり、気温もぐんぐん上がって太陽の光に葉の上の水滴が煌めき、草木もみるみる

青くなっていく様は、目の前でスローモーション映像を見ているような錯覚を覚えます。

●平安時代も現代も山里に限れば春の姿に変わりはありません。コリーナの道は殆どがアス

ファルトなので大きな水溜りを見つけることは難しくなりましたが、山の道に入ると雨上が

りの水溜りが所々にあって、嵌まらないように歩くこともまた”いとおかし“なのでしょう。

●春は季節の移ろいがゆったりとしていて、生き物が少しずつ冬の眠りから覚めて再生して

いく様がスローモーションのように目に映るのですが、時には逆回しや早送りのように、季

節が戻ったり激しく変化することもあります。変化の時間を直線的に観ると、逆回し、早送

りは通常と異なる変化ではないかと考え、その原因を求めようとします。例えば地球温暖化

のせいだと。その変化の時間を螺旋状に観るとどうでしょう。季節は行きつ戻りつを繰り返

しながら、自然は夏に向かって太陽に近づくと考えればそれもまた“いとおかし”です。

●春の日の散歩はそぞろ歩き、気分も、目に映る自然もそぞろ。そんなうきうきとした心持

ちを打ち砕くのは、庭や畑にびっしりとはびこり始めた雑草たち。冬の間休戦中だった雑草

との戦いがまた始まります。しかしその戦いに臨むのもまたうきうきした気分の一つだと考

えれば、また“いとおかし”です。木 金 土 日
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狂言綺語…声
ラジオから流れる音楽は、うるさくなく、邪魔することなく、心地よく、生活の背後を優しく包む環境の

ようなものかもしれません。受験勉強の時代はDJのお喋りの合間に最新の洋楽やテレビでは放送されない
フォークソングやニューミュージックと呼ばれる新しいサウンドが流れる中を、聞き入ることも、鉛筆を止
めることもなく勉強に勤しむことができていたはずなのです。ところがあれから５０年、あの当時の音楽が
たまたまラジオから流れてくると、読書や狂言綺語の筆を止めて音楽に聴き入ってしまうのです。それが音
楽を聴くとともに詞をなぞりながら意味を反芻し、歌の世界を脳裏に映像化するような聴き方になっている
ことに、我ながら驚きます。さらに、当時は歌謡曲や演歌などの音楽を意識して聴くことはなく、TVなどか
ら流れてくるだけで興味も全くなかった種類の音楽にも反応して、スマホで歌詞を確認したリ作曲家作詞家
の名前を調べたりするようになりました。かつて無意識下で聞いていた音楽が長い年月と経験を重ねて体内
で熟成され、今になって意識下に現れてくる、そんな音楽体験の不思議を最近強く意識しているところです。
この私の音楽体験を果たしてノスタルジーという言葉でまとめてよいものなのでしょうか。「昔の音楽は

分かり易く、老若男女誰でも口ずさむことができた。それに比べて今の音楽は何を言っているかも分からな
いし、複雑なメロディーとリズムで、到底唄うことができない。」確かにその通りだとおもいますが、これ
では年長者が「今の若い者は！」と歎くか憤慨しているのと同じことです。彼らの音楽体験が自らの生活の
血肉となり得るかは彼ら自身にしか分からないからです。私が５０年経って今やっと私の音楽体験が生活の
血肉となっていたことを自覚できるようになったことからも、音楽は消費財ではなく耐久財として生活を支
え続けたものと考えるべきです。一時の流行で消費されているように見えても、生活の奥底に埋もれていた
それが、意識の上に昇って来る音楽は、音だけでない何かを私たちに教え続けているからに違いありません。
音楽は純粋に器楽曲として作られた西洋のクラッシック音楽などより、言葉と音と舞踊や劇などの身体表

現と融合した形で表現されることの方が遙かに多いと思われます。西洋では歌劇、日本では歌舞伎や能がそ
の代表でしょう。パフォーマンスとして括られるそれらの表現形態は原初は大いなるもの、神や仏と呼ばれ
るものへの奉納、供養、布施だったと思われます。つまり大いなるもの、宇宙との交信です。交信手段が音
と言葉と身体表現へとそれぞれ特化していくにしたがって、自己と他者とのコミュニケーションの手段に
なっていったのではないでしょうか。ならば音楽も言葉もビジュアルもその原初は「声」を聞くことから始
まっているのではないかと考えてみます。音の声、言葉の声、目に映る声、目に見えない声、声なき声。宇
宙に鳴り響く様々な声を私たちは様々な表現形態で受信し、発信し、聞き､覚え､語り、伝えていく。様々な
他者の声を音楽や絵画､文学、演劇などを通して受持し私の身体を通してまた他者に発信していく、これが
私の50年前の音楽受持経験が、今私の血肉となって何かを私に語り始めている理由なのではないでしょうか。
読経も私たちが宇宙の様々な声と交信するための手段のひとつです。経文はお釈迦様が語った言葉、仏教

の教えと定義される表現形式です。では私たちはなぜ経文を唱えるのでしょうか。仏様への供養、経を唱え
ることが善行である。経の功徳を頂くため､など様々な答えがあるようですが､それは副次的な意味合いにす
ぎません。経文の読経は大いなるもの（宇宙、神、仏、真如、など）との交信のためです。読経するときの
声が宇宙の声と交信し合い、私が大いなるものの慈悲に触れようとする試みです。私が宇宙へと発する読経
の声が、飛び交う様々な声と共振し合い､私に新たな行を促す声となって戻ってくることを望むこと、つま
り大いなるものの声の導きを聞くために私たちは読経するのです。「声」は声帯を震わせて音に変換したも
のだけを言うのではありません。音楽や文字や身体表現や禅定も、日々の生活の様も私は「声」と呼びます。
「声」は「意志」です。わたしの「願い、誓い、行う」生活の日々そのものがすべて「声」となり、私はそ
れを読経という表現形態で仏様に伝え、仏様の意志を頂いてその導きのままに日々を歩んでいるのです。
五種法師の教えがしばしば法華経に示されています。これは法華経が求める菩薩行（信行の歩み）を具体

的に教えた言葉です。法師は法華経を受持、読、誦、解説、書写する者のことです。受持は教えを受けそれ
を守ること、読は経典を見て唱えること、誦は経典をそらで唱えること､解説は経の教えを人々に解説する
こと､書写は写経することです。この５種の修行が菩薩行を歩む信行の道であることを教えています。経文
は仏様の声です。その声を私は受持し私の声で仏様にお返しすることが私の日々の営みです。音の声だけで
なく、文字の声（写経）にしてあるいは言葉の声（解説）にして仏様にお返しすることが、五種法師の信行
です。このことを布教の道筋を示していると矮小化する向きもありますが、それは誤った考えと私は考えま
す。信行の道は布教のためにあるのではありません。自分と同じ考えと行動を取る者を集めて集団を作るこ
とはお釈迦さまの願いではないはずです。各々が自分の声で仏様に語りかけ、自分の身体で仏様の声を聞く
こと､それが安らぎの処へのみちへと歩む信行です。仏様は各々の声を聞き、各々に向かって、各々に応え
てくれる声なのです。私たちは誰かの声（宗派や教祖）を介してでなければ仏様の声を聞くことができない
と思わされているだけです。私たちは直接仏様に語りかけ、仏様から語りかけられることができるのです。
道元は「峰のいろ谷のひびきも皆ながらわが釈迦牟尼の声と姿と（峰のいろや谷のひびきといった自然の

景色や音が、仏の姿や声そのものを表している）」と詠みました。ここで言う自然は「自ずから然らしむ」
ありのままの世界、宇宙そのもののこと。そこに鳴り響く音は全てお釈迦様の声と姿だと観たのです。私た
ちを包み込むあらゆる声を聞きその声と語り合い互いの声と共鳴し合うこと､それが信行の道なのです。


